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〔(社)日本家政学会

前報( 35回大会）にif いて、各種天然チーズ中のアミン類を検索し、チー

の産生は、微生物にiる可能性を示唆した。本実験では、チーズと同様に

成が4 されていi,ミソのフミン類分布状況を明らif にするため、原料組成

ソについて第２級アミン含量およびアミンの種類を検討した。

で市販されたミソを供試料とした。米ミソ（甘ミソ　・辛ミソの２種類) ,

) t-よび麦ミソ（　２種類）を各* I Og採取し、ＩＮ一塩酸・エタノール混液

抽出し、蒸気蒸留を行｀ない濃縮した。　この抽出液ｚついて

含量を測定した。また、薄層クDマトグラフィーによって

アミンの同定確認を行った。

ミソの第２級アミンは、いずれも3～９

Dy r e　a: 良法で

試料を純品と同

の範囲であった。特に豆ミソの２

他のミソ忙比して多く含有している傾向･r $>った

ロマトグラフイーによりアミンを同定した結果、

、ジメチルアミンを同定確認した。　さらに、米ミ

ルアミンを検出した。
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９月16日（日）第７会場　午後1:00～4 :00
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